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本書は、NHK ラジオ「宗教の時間」（ラジオ第 2 放送、第 2 日曜日午前
8:30 ～ 9:00 放送）の 2019 年度シリーズ「新約聖書のイエス　福音書を読
む」のガイドブックとして出版された。『上』は上半期（2019 年 4 ～ 9 月）、












































本書には、全 12 回の内容が収録されている（上下巻それぞれ 6 回分）。
広範に及ぶ論題のいずれにおいても、丁寧に考察、解説されるのは、イエス
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及び原始キリスト教と社会とのかかわり（対話や葛藤）である。著者は、各
テーマと生きた社会との関係性を考察することで、その内容を描き出そうと
する。
（上）
第一回　「イエス」は実在の人物か
『聖書』という書物のあらましと「キリスト教」の概略。及び『新約聖書』
の「福音書」の主人公イエスの歴史的実在の蓋然性についての、キリスト教
内外の記録からの検証。相互に独立する資料間の符合などから、イエス実在
の蓋然性は高いと結論づける。
第二回　「福音」と「福音書」の間
『新約聖書』における「福音」概念の多様性、キリスト教の枠外、ローマ
皇帝との関連での「福音」という言葉の使用例、文学類型としての「福音
書」とヘレニズム世界の伝記文学との比較。いずれの「福音書」も、復活信
仰の視点からイエスの生と死を記述していることを提示。
第三回　イエスの誕生
イエスの誕生譚は、通常の人間と同様だとする古い伝承から、処女降誕、
マリアの神話化と拡大する。この変遷は、偉人や皇帝の誕生譚や神話との関
係において生起したものであり、異なる文化的背景を持つ人々の共存の模索
の結果であると説明する。
第四回　イエスのカリスマ
イエスのカリスマが社会関係の中で発揮されたことを、周囲の人々との関
係性から考察する。イエスは、親族からは「脱落者」とされたが、ヨハネか
らのカリスマの継承や「神の家族」という対抗理念の提唱、独特の生活形式
により、人々を魅了した。一方、伝統的権威の擁護者からは逸脱者として敵
視されることとなった。
第五回　イエスの「神の王国」
イエスの宣教の焦点である「神の王国」の特徴について、ユダヤ教的背景
を勘案し考察する。イエスの「神の王国」は、慈愛で横溢した父的な神が支
配する新時代であり、その働きは既に歴史、人々の只中に及ぶ。イエスの行
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為はその到来の体現であった。既存の社会秩序への挑戦となる形で催された
イエスの「交わりの食卓」は、来るべき「神の王国」の先取であった。
第六回　イエスの奇跡
古代の奇跡物語の考察から、当時の文化的常識として流布していた奇跡物
語の構成を提示した上で、イエスの奇跡の特徴と分類を整理する。福音書収
録までにそれらの物語が被ったと考えられる変形や再解釈についても個々に
考察する。
（下）
第七回　イエスのたとえ
「たとえ」を用いた「神の王国」の主題化は、イエスにおける特異な現象
である。イエスの「たとえ」の特徴を文学類型的視点から定義した上で、そ
こでは比喩部分そのものが命題であるという隠喩論的見解が示される。イエ
スは、「たとえ」を用いて、変貌しつつある世界と人間の関係を表現した。
「神の王国」とは、世界と人間の関係の伝統的図式を変換する意味論的規則
の謂いである。
第八回　「神の王国」の倫理
一神教（神中心性）と契約遵法主義（人間中心性）というユダヤ教の二
つの根本公理を踏まえ、ユダヤ教倫理の源泉（「律法」、「知恵」、「終末論」）
とイエスの「神の王国」との関連を探る。イエスにとって「神の王国」は、
「律法」の彼方に神の意志とともにあり、「知恵」に代わる世界解明の鍵であ
り、それが到来する未来は現在に統合され、「終末」と現在の中間時はない。
第九回　イエスの「交わりの食卓」と最後の晩餐
イエスの「交わりの食卓」の特徴を、古代の食事式慣習との比較から考察
する。社会的序列を厳守し、女性参加の余地はない同時代の慣習に対し、イ
エスの「神の王国」の先取としての食卓では、神の主導権と人間の無力さ
に対する認識のもと、社会的価値が逆転する。「最後の晩餐」は、イエスに
よって、「神の王国」到来に先立つ最後の前夜祭として演出されたものだっ
た。
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第十回　イエスの「死」
イエスの受難物語は、裁判記録ではなく、後代の聖伝である。その背景に
は、各々の福音書著者のキリスト理解、ユダヤ教やローマ帝国への態度があ
る。その特性を、旧約聖書の苦難観、殉教観との比較から検証。イエス及び
弟子たちは弱々しく描かれ、キリスト教に独自な受難するメシアという表象
が形成されたと考察。イエスへの信従は、己の弱さの承認でもあることにな
る。
第十一回　イエスの復活
復活信仰の形成について、旧約聖書とユダヤ教の歴史の中で形成された文
化史的背景を考慮しつつ考察。前提には、ユダヤ教における信仰、イエス自
身の言及という前提があるが、イエス自身の復活は予期されなかった。復活
告白は、イエスの死と顕現という衝撃的な二つの経験の関連を説明するため
の創造的仮説推論として導き出されたと考察。復活のイエスは、世界を新た
に規定する存在としてキリスト教信仰のあらゆる源泉となる。
第十二回　イエスの「救いをもたらす死」
イエスの全存在を神の救済計画との関連で理解した原始キリスト教は、そ
の死を、当時のあらゆる社会領域に由来する多様なモデルを援用しつつ、
「救いをもたらす死」として発信した。イエスが「神の命」をなお生き、そ
れを私たちに媒介するというキリスト理解は、イエスの死を消極的な「犠
牲」に帰結させない。原始キリスト教の「私たちのための死」との表現に
は、非常に積極的な意味があると著者は言う。
評者は、大学院に在籍しつつ、高校生にキリスト教史を教えている。カリ
キュラムの最初は、キリスト教の源泉としてのイエスの思想、行動、死であ
り、続いて原始キリスト教における「復活」信仰の成立や組織の発展などを
概説する。それは、二年かけて現代史に至る授業内容のほんの数回に過ぎな
い。イエスの行動に端を発したキリスト教は、そののちこそ長い歩みを続け
る。評者は、現在の社会の只中に存在するキリスト教は歴史の作品である、
と生徒たちに話すことにしている。あらゆる状況、場所、立場にあって思考
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し、行動した無数の人々が遺したものの集積物が、今私たちにかかわるキリ
スト教である。それは、遥かな古代よりの流れが、イエスを経由し、様々な
ものと対話し葛藤しつつ現在に続く運動ではないか……と、評者はたどたど
しく語っている。
本書は、イエスと草創期キリスト教が繰り広げた、社会と歴史との切実な
格闘の姿を、資料と方法論を組み合わせることで堅実に描出している。イエ
スもキリスト教信仰も、しがらみ無く浮遊している存在ではない。関係性の
中で芽生え、成長していったのだと、著者は、堅固な裏付けによって読者に
示す。傍証例証と方法論を地道に積み上げる本書の記述は、多くの読者に、
聖書学の凛々しい姿をも伝えるに違いない。
「おわりに」で著者が示唆するように、あらゆる人が、『新約聖書』が伝え
る宗教的遺産を継ぎ、この社会のなかで創造的に用いることができる。その
創造的行為への道案内、手引きとなるのが、本書である。イエスの使信、原
始キリスト教の人々の信仰を包み込み、歴史と社会の只中で生み出された
『新約聖書』を紐解くなら、他者や社会と対話し葛藤した人間たちが、なお
生きて語り掛ける。私たちもきっと、未来にとって素敵な遺産になることが
できるはずだという信頼が、本書の通奏低音となっている。
（本学大学院キリスト教学研究科キリスト教学専攻博士課程後期課程）
